北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成28年6月16日(木)　　　　　　　　　　　司会・　書記：藤原　香織

	東
	藤原
	西山
	藤田
	清川
	土橋
	川守田
	
	

	早退
	○
	明け
	準夜
	○
	欠勤
	公休
	
	

	金子
	横町
	小屋敷
	加藤
	小向
	
	
	
	

	明け
	準夜
	公休
	準夜
	欠勤
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・ホールへ新しく椅子2脚入っています。

・お風呂から外へ水漏れしている件、破損伝票・整備依頼伝票・発注伝票提出しています。
・ホールのカーテンクリーニングより戻っています。

(2268円となります。野月利章様母来院時、説明して下さい。確認とれましたら伝票は庶務へ提出)

＜患者様関連情報など＞

・野月　利章様～青山荘へ宿泊体験に行かれています。本日9時に帰院されています。青山荘スタッフからの情報では、青山荘来荘後は、プログラムに積極的に参加。休憩時は喫煙所に頻回に出入りする様子。昼食時には、むつ食品からおにぎりと缶詰を購入して摂取。給食サービスのメニューがカレーということもあり「臭いが気になる」と話し、自室にて摂取していたため食堂で摂る様促し、職員へ相談するよう伝えています。サンダル購入のため100円ショップへの外出希望ありましたが、説明により納得しています。夜間のプログラムにも参加し、他利用者様との交流も見られています。次回の体験利用時の食事についてどのようにするか確認しましたが、「家族と相談したい。」と繰り返しています。給食メニューもまだ未定でしたので、決定後、再度連絡するとの事です。

・日向端　庸男様～本日、デイケア見学に行かれています。次回は、6/21　12：50～16：00までの体験利用を行っていきます。

＜皮膚科診察状況＞

・井上　和美様～右足、白癬急性・皮膚炎の為、エキザベルを薄く塗布後にケルガークリーム塗布。

・飯田　修子様～右手、両足　白癬の為、ケルガークリーム塗布。

・野月　利章様～躯幹、肘　急性湿疹　デルモゾールＤＰ軟膏塗布。

・木村　義重様～臀部、両大転子部　慢性湿疹　デルモゾールＤＰ軟膏塗布。

その他継続、終了者はありません。

＜安ヶ平Dr診察状況＞

・出河　攻様～6月23日買い物での外出予定と設定しているが、「市役所に行く、自分の土地を確かめたい」「祖父の遺産の登記簿を確認する」「物件を見に行く」などの訴え聞かれている。（入院時のエピソード、発症の誘因となっていた発言に近い。）診察でも同様に訴え、市役所に行くと強く希望していますが、再三の説明にて、23日は買い物のみとしています。

・中川原　義雄様～腰痛の訴えあり、スミルスティック1本処方となる。現在の気分は上がり気味なので抑えていると話しています。

＜馬渡Dr診察状況＞

・木村　義重様～青山荘入所は7月1日以降。ご家族へ連絡調整中。初めは青山荘での生活訓練のプログラムを実施、青山荘での環境に慣れて頂く。ゆくゆくは、デイケアなど利用をしていく方向。外来は週1回とし、病状や生活の確認を行っていく予定とする。ケア会議についても日程調整していく。腕の疼痛訴えあり、ハップスター1P処方となる。

・戸賀沢　潔様～6/13採血データ　血糖値117↑　HbA1c　6.9↑　　Na132↓

　　　　　　　　青山荘入所に進めていくにあたり、他者との物のやりとりはしなよう指導受ける。

・大久保　恵様～6/13採血データ　血糖値97　HbA1c　6.2　TG　207↑　ALP　398↑

　　　　　　　　γGT　205↑

　　　　　　　　買い物をスタッフ付き添いにて実施していくにあたり、菓子等の購入量や摂取量について考えていきましょう。母様へ小遣いの設定や菓子の差し入れはしないよう説明お願いします。本日、残2千円。スタッフ付き添いにて菓子購入しています。主治医診察にて、臨時薬同内容にて7日分処方となっている。

・原　吉郎様～本日12：45「具合悪い、落ち着かない」と不穏時の継続指示薬希望あり。レボトミン（25）1T服用されている。主治医診察にて、臨時薬同内容にて7日分処方となっている。「胸の辺りが苦しい」との発言があり、そのような訴え時は、すぐに心電図検査をするよう指示あり。

＜退院支援委員会＞

『安ヶ平Dr担当患者』

・出河　攻様～入院時に至る経緯から、実家に近いところでの施設は家族から拒否がある。八戸市外を希望され、八戸市内の場合は、24時間施錠され単独外出が出来ないことが条件と希望されている。高齢化し、体力的な衰えもあるが、家族の受け入れが難しい状況にある。弟様が来院できず、単独外出困難な状況から被害妄想活発となる。三沢市「悠楽の里」入所相談していたが、施設より不可となる。⇒入所可能な施設を検討していく。

・中川原　義雄様～躁転時の問題行動があり現在も軽躁状態となることがあり、病状ｺﾝﾄﾛｰﾙが困難、家族間での調整、病状不安が強く自宅受け入れは困難。

　　　　　　　　　⇒入所可能な施設の検討。御家族の意向再確認。

『馬渡Dr担当患者様』

・宮本　建蔵様～青山荘の体験利用や見学は同意され見学を実施するが、利用料が賄えな

いという理由から入所を拒否される。妹様も援助が出来ないと話された

ため、本人の意志が固く受け入れられない。SWから、充分障害年金でや

っていけるはずとの情報あり。⇒再度妹様を含め面談予定とする。

・原　吉郎様～兄夫婦宅は受け入れ拒否しているが、治療協力は得られる。本人の病識が乏しく、退院後の通院、服薬中断があり、病状再燃につながる。嗜好品管理、身体管理ができず、多飲水となるため、身体症状悪化につながる。重度かつ慢性であり欠陥状態、症状が動揺的である。

⇒①病状管理がおこなえるよう指導、介入。

②日常生活面における指導、介入。

③施設の方向で支援。（青山荘再見学してみての病状変化確認、本人への動機付け）

・戸賀沢　潔様～金銭管理及び食事など全般的な自己管理能力の低下生活全般における能力、理解力などの低下がある。兄弟間の説得と協力体制を整備していく。(面談行うが、姉妹間の関係不可)　

　　　　　　　　⇒　自己管理能力を評価し詳細を把握、適宜指導、介入する。

　　　　　　　　　　青山荘体験利用進めていく。

・大久保　恵様～入所施設の空きがない為、自宅退院の方向に母様が了解する。11日母様、SW、病棟スタッフでの面談行う。自宅への退院可能か、一度外泊して頂く。現在、知的障害で障害年金2級受給中にて、障害レベルを考え精神障害で再申請を行っていくこととする。

　　　　　　　　⇒病棟では、服薬自己管理、買い物など指導、介入していく。

